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	背景
	E3ユビキチン-タンパク質リガーゼは、E2ユビキチン結合酵素からチオエステルの形でユビキチンを受け取り、その後、標的基質に直接ユビキチンを転移します。SMAD1およびSMAD7と相互作用し、それらのユビキチン化およびプロテアソーム依存性分解を誘導します。さらに、SMAD7との相互作用は自己触媒分解を活性化しますが、これはSCYE1との相互作用によって阻害されます。TGF-β受容体を介したリン酸化SMAD2およびSMAD3と安定な複合体を形成します。このようにして、SMAD2はSNONなどの基質をユビキチン介在分解にリクルートする可能性があります。SMAD7の阻害活性を増強し、SMAD2の転写活性を低下させます。SMURF2とSMAD1の共発現は、SMAD1タンパク質の定常状態レベルを大幅に低下させ、SMAD2レベルの減少をわずかに抑えます。
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	全レーン：抗SMURF2抗体（1:2000～1:4000希釈）

